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て難易のあることが知 られた。

4 ま  と  め            今後,二季穫り裁培技術を確立するには品種の選定

同一株からの二季穫 りは,二季目の花芽 を形成させ  と,花 芽誘起の安定化をltかるための短日処理時期・

ることが前提となるが,こ れにlt一季日(春 )の開花  方法および二季穫リイチゴの品質向上をはかるための

期あるいは収穫期に短日処理を行なうことによって可  1巴培管理等を検討することが必要である。

能であることが知 られた。また二季穫 りは品饉にょっ

ビニーノ1/2ヽウスキユウリのクンタン養液栽培に関する研究

第 2報 養液の種類について

菅 野 清 司
(岩手県目芸試験場南部分場 )

皮の種類について一応の成果が得られ能と思われる養
薔報告する。たのでその結果 ,1ま え が き

:作障害防止対策
          試 験 方 法

ピニール′ヽウスでの土耕栽培では

詭の点を多少でも        2
●す。

面で多大の労力経費を要するので,笙
,キ ュゥリのモ   第 1, 2表 に

'
軽減すべく4フ年から,49年 まで 3カ 今

曽果,実用化も可ミガラクンタン養液栽培を実施 した智
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25

10, 16, 21, 25, 28

5, 10, 15, 18, 20, 28

4, 11, 20, 2フ

(1)供試品種  夏埼落 3号

(2)1区 面積および区制  1区 528″  (10a当 り

18'4株 )

(3)耕種概要 播饉期 3月 8日 ,定植期 4月 23日 ,

第 3表  生  育

栽植距離,畦幅 160m x株 間 66C“

3試 験 結 果

定植後 1カ 月後の 5月 23日 の調査では (第 3表 )草

丈,葉数,節数,茎の大さ等に明らかな差は認められ

なかったが,7月 ア日の生育後期の調査では第 4表に

示すように⑤,⑥ 燐硝安加里主体の区では明らかに葉

に生育不良の様子がみられた。最大葉の大きさは⑦土耕

が他の養液栽培区より明らかに大きく茎も太かった。

栽培養液の■●It一般に高く,①のノルチッソ区が最

も高く,③の大塚OKT-1が 最も低かった。

時期

"1収

量lt第 6表に示すように 5月 の初期収量の

やや多いと思われた区は③の大塚OKT-1であった。
最も初期収量の低い区は⑦土耕で,次いで⑥舞硝安加

里 5割増区も減収の傾向が認められた。 しかし
`月
の

収量では,⑦土耕区が増収を示し,⑥燐硝安 5割増区

第 2表  養液補給日 (
定植だけ10ι ) `回

1株 当り 5ιただし

および補給回数

総収量(第 5表 )は 全期間で最も多収を示した区は

土耕区で,最も少なかった区は⑥燐硝安加里(5割増)

区,次いで⑤燐硝安加理区でいずれも明らかな減収と

なった。しかしその他の区CC③④は明らかな差は認
められなかった。

試 番 試  験  区

4月 23日 調査 5月 23日 調
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第 4表  生育及び養液

試番 試  験  区
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注.ECは 1:5(土 :水 )の場合である。
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lt明 らかな減収を示した。 フ月の後期収量は,⑦土耕  た。③大塚OKF-1,k2Dノルチッツ+舞硝安加里区で
区が著しく高く,⑥燐硝安加里5割増,⑤憐硝安加里  も減収となった。
では,① ′ルチ,ソ 区に比し7o～ 80%の 減収とな,

第 5表  10株当 り総収量 (528")

試 番 試  験  区
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第 6表  時期別収量 (52873)
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3ま と め

以上の結果,モ ミガラタンタン養液栽培実施の場合 ,

① ノルチ ,ソ 区は総収量においては土耕区より約17%

の減収となったが,今年の結果をみると早期収量が多
か ったことを考えると,ハ ウス連作障害防止面からも

一つの栽培法ではなかろうかと思われる。なお,液肥
の種類については肥料代の安い①′ルチ ,ソ 区が有望

と考えられる。①′ルチ″ツ主体の液肥価格について

は10ア ール当り昭和49年 の価格で25,000～5o000円 前

後要するようである。

を 5月 lo日 , 6月 10日 , 7月 10日 には種した。試験規

模は 1区をそれぞれ112523(10株 ),2連制とした。
施肥量は N-459P205-35,K20~45り /103,栽植様

式は合掌型パイプ支柱を用い,畦幅 3"(2条 ),株
間ア5“ とした。 5月 10日 は種のみ フ月 5日 まで黒ポリ

マルチとした。整枝は主校に発生した側校の下位 5節

は除去 し, 6節以上の側枝は摘心せず放任とした。

試験 E 1972年 に早まきとおそまきについて 2品 種

(新光節成10号,新光 A号 )を 用い効果的と考えられ

る栽植距離と整校法を設定して比較検討 した。ただし

6月 まき・tすでに検討すみ (福 島園試 1'65～ 68)の た

め省略した。試験区は第 1表に示した。

夏秋キユウリのは種期別整枝法試験

大  友 詔次郎
(福島県口芸試験場 )

1 ま え が き

福島県の夏秋キュウリの出荷は従来は 8, 9月 に集

中し一時的に供給過剰の傾向にあるので 6～ 7月 か ら

出荷する前進栽培がふえつつある。本試験では,は 種

期別に品種,栽植距離,整校の 5条件を組合せ総合的
な比較,検討を行ない作季幅拡大のための資料を得よ

うとした。

2試 験 方 法

試験 1 1,71年 には種期別の品種比較を行なうため

に新光節成10号 (主校倒校型 )と 新光 A号 (側枝型 )

第 1表 試験 1の 試験区

試  験  区 は種 日 品 種 株  間 整  校

501o,10号 -60整

5,10,10号 -30整
5,lo,10号 -30放

5,10, A号 -60整

5010,A号 -50整

7,10,lo号

7,10,A号

5月 10日

7月 10日

新 光 節 成 lo号

新 光 △ 号

新 光 節成 10号

新 光 ム 号

“60

50

“30

整 ♂

放 F*
整 枝

放 任

注.* 主枝 1本仕立とし,主枝の下位 4節は分枝を除去 し, 5節以上の分枝は 2節で摘心し,
2次 以上の分枝も同様に摘心 した。拍心は 8月 3日 まで行なった。
キ* 主校の下位 4節は分枝を除去 した。 5節以上は横心を行なわず伸長させた。


